
プリオン病研究班データベースの構築と診断精度の向上 

解 説 
 

1. 特定疾患調査解析システムを基盤とした研究班データベースの構築。 

2. 国際連携を視野に入れた登録項目の標準化。 

3. 画像診断、検査技術の向上に合わせた診断アルゴリズムの見直し。 
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